
  

 

  

 TN-I5-I10-1 

UltraVolt, Inc. TN-I5-I10-1 Rev B  1 

  

ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社 高電圧電源 I5/I10ｵﾌﾟｼｮﾝ使用方法について 

 
 

はじめに 

 
I5/I10ｺﾝﾄﾛｰﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽｵﾌﾟｼｮﾝはほとんどのｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社電源の標準ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ以上の追加制御やモニタ機

能を備えております。 

この追加機能には電流制御、電圧制御や電流制御動作時の表示機能、出力電圧の極性に関わらず0～

5V又は0~10Vの外部制御入力が含まれます。 

このﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄは様々なI5/I10ｵﾌﾟｼｮﾝの制御方法やﾓﾆﾀ機能について説明致します。I5/I10ｵﾌﾟｼｮﾝは多

くのｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社電源に利用出来ます。 

このｵﾌﾟｼｮﾝが追加可能な製品及びﾃﾞｰﾀｼｰﾄはｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ又はｾﾞﾈﾗﾙ物産ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを参照下さい。 

www.ultravolt.com/products又はhttp://www.general-bussan.co.jp 

 

注：I5/I10ｵﾌﾟｼｮﾝはｽｹｰﾙ以外の機能は同じです。このﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄはI10ｵﾌﾟｼｮﾝに対して書かれております。 

入力制御電圧のﾌﾙｽｹｰﾙや出力ﾓﾆﾀ対しては10.00Vに対して5.00Vに置き換えてI5ｵﾌﾟｼｮﾝについてはお考

えください。 

 
   

図 1: モード表示 

 

接続概要 
 
1,8番ﾋﾟﾝ－入力電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞ：入力電源ﾘﾀｰﾝとしてこれらのﾋﾟﾝは使用します。 

注意：電源ﾘﾀｰﾝ電流はｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ経由で流さないで下さい。 

 

2,9番ﾋﾟﾝ－正極電源入力：これらのﾋﾟﾝは入力電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞとして使用します。ほとんどのｳﾙﾄ

ﾗﾎﾞﾙﾄ社高圧電源は公称+12Vdc或いは+24Vdcとなります。 

 

3 番ﾋﾟﾝ－電流ﾓﾆﾀ：電流ﾓﾆﾀは電流制御信号と同じｽｹｰﾙﾌｧｸﾀとなります。0~+10V で定格電流

の 0~100%を示します。電流ﾓﾆﾀｼｸﾞﾅﾙは内部電流ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸから派生し、低出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽで

ﾊﾞｯﾌｧされます。低出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽとしてﾊﾞｯﾌｧされます。ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾃﾞｨﾊﾞｲﾀﾞｰの内部電流は

補正されており、ｵﾌｾｯﾄなしの出力電流の“真値”として出力されます。 

http://www.ultravolt.com/products
http://www.general-bussan.co.jp/
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4番ﾋﾟﾝ－ｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ：電源は2.5V~15Vのﾛｼﾞｯｸﾊｲでｲﾈｰﾌﾞﾙとなり、0V～1Vのﾛｼﾞｯｸﾛｳ

或いはｵｰﾌﾟﾝでﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙとなります。 

 

5番ﾋﾟﾝ－ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ：ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞと電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞは電源内部で繋がっております。このﾋﾟﾝ

は全てのｺﾝﾄﾛｰﾙとﾓﾆﾀｼｸﾞﾅﾙのﾚﾌｧﾚﾝｽとして使用されます。入力電源電流はこのﾋﾟﾝを介して

流れたならば、ｵﾌｾｯﾄは電圧変動やﾓﾆﾀ精度の低下を引き起こすでしょう。 

 

6番ﾋﾟﾝ－電圧制御：電源は0~+10Vｼｸﾞﾅﾙにて定格出力電圧の0~100%の制御が出来ます。こ

の制御ﾋﾟﾝに入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは10MΩです。もしこのﾋﾟﾝがｵｰﾌﾟﾝ状態ならば、ｸﾞﾗﾝﾄﾞに対する

抵抗値がｾﾞﾛ出力電流に対して電源を制御します。 

 

7番ﾋﾟﾝ – ﾚﾌｧﾚﾝｽ電圧：このﾋﾟﾝは高精度で温度係数の小さい+10.00Vﾚﾌｧﾚﾝｽ電圧出力となり

ます。精度、温度係数についてはﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

 

10番ﾋﾟﾝ – 未使用： 

 

11番ﾋﾟﾝ－電流状態表示：電源が電流制御である時、ｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾚｲﾝ構成となります。このﾋﾟﾝは

ｱｸﾃｨﾌﾞﾛｰで、電源が電圧制御、電力制御になるか、ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙになった時、ｵｰﾌﾟﾝ回路になり

ます。ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗はﾛｼﾞｯｸ信号の使用や動作制御状態を表示用のLEDを接地することができ

ます。使用方法は図1を参照下さい。 

 

12番ﾋﾟﾝ  – 電圧状態表示：電源が電圧制御の時のｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾚｲﾝ構成を表示します。表示はｱｸﾃｨ

ﾌﾞﾛｰで、電源が電流制御、電力制御しているかまたはﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ状態になるとｵｰﾌﾟﾝ回路なり

ます。ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗はﾛｼﾞｯｸ信号源として使用され、ﾋﾟﾝは動作制御状態を示す点灯表示用の

LEDｸﾞﾗﾝﾄﾞに使われます。使用方法は図1を参照下さい。 

0~+10V信号は定格出力電流の0~100%で電源をｺﾝﾄﾛｰﾙできます。このｺﾝﾄﾛｰﾙﾋﾟﾝの入力ｲﾝﾋﾟｰ

ﾀﾞﾝｽは10MΩです。もしこのﾋﾟﾝがｵｰﾌﾟﾝ状態ならば、ｸﾞﾗﾝﾄﾞに対する抵抗値がｾﾞﾛ出力電流

に対して電源を制御します。 

 

13番ﾋﾟﾝ  – 電流制御：0~+10V信号は定格出力電流の0~100%で電源をｺﾝﾄﾛｰﾙできます。この

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾋﾟﾝの入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは10MΩです。ﾋﾟﾝをｵｰﾌﾟﾝにした場合、電源はﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙとなり

ます。定電圧制御のみの使用の場合にはこのピンに+10Vの印加が必要となります。 
 

14番ﾋﾟﾝ  – 電圧ﾓﾆﾀ：電圧ﾓﾆﾀは電圧制御信号として同じｽｹｰﾙﾌｧｸﾀを持っています。0~+10V

で0から定格電圧の100%となります。電圧ﾓﾆﾀは電圧ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸから内部派生し、低出力ｲﾝﾋﾟ

ｰﾀﾞﾝｽでﾊﾞｯﾌｧされます。 

 


